別表第2
公務傷病年金を支給する重度障害の程度
重度障害の程度
重度障害の状態

特別項症
1　常に就床を要し、かつ、複雑な介護を要するもの
2　重大な精神的障害のため常に監視又は複雑な介護を要するもの
3　両眼の視力が明暗を弁別することができないもの
4　身体諸部の障害を総合してその程度が、第1項症に第1項症から第6項症までを加えたもの

第1項症
1　複雑な介護を要しないが常に就床を要するもの
2　精神的又は身体的作業能力を失い僅かに自用を弁ずることができるにすぎないもの
3　そしゃくおよび言語の機能を併せ廃したもの
4　両眼の視力が視力表0.1を0.5メートル以上では弁別することができないもの
5　両腕を肘関節以上で失ったもの
6　両足を膝関節部以上で失ったもの

第2項症
1　精神的又は身体的作業能力の大部を失ったもの
2　そしゃく又は言語の機能を廃したもの
3　両眼の視力が視力表0.1を1メートル以上では弁別することができないもの
4　両耳が全くろうしたもの
5　大動脈瘤、鎮骨下動脈瘤、総頚動脈瘤、無名動脈瘤又は腸骨動脈瘤を廃したもの
6　両腕を腕関節以上で失ったもの
7　両足を足関節以上で失ったもの

第3項症
1　1腕を肘関節以上で失ったもの
2　1足を膝関節以上で失ったもの

第4項症
1　精神的又は身体的作業能力を著しく妨げるもの
2　そしゃく又は言語の機能を著しく妨げるもの
3　両眼の視力が視力表0.1を2メートル以上では弁別することができないもの
4　両耳の聴力が0.05メートル以上では大声を解することができないもの
5　し尿器の機能を著しく妨げるもの
6　両こう丸を失ったもので脱落症状の著しくないもの
7　1腕を腕関節以上で失ったもの
8　1足を足関節以上で失ったもの

第5項症
1　頭部、顔面等に大きな醜形を残したもの
2　1眼の視力が視力表0.1を0.5メートル以上では弁別することができないもの
3　1手の5指を失ったもの

第6項症
1　精神的又は身体的作業能力を高度に妨げるもの
2　頚部又は身体の運動を著しく妨げるもの
3　1眼の視力が視力表0.1を1メートル以上では弁別することができないもの
4　ひ臓を失ったもの
5　1手のおや指および示指を失ったもの
6　1手の5指の機能を廃したもの

上記に掲げる各症に該当しない負傷疾病の症項は上記に掲げる各症に準じてこれを査定する。肺結核その他規則で定める疾病によって重度障害の状態が上記に掲げる各項症に該当するかどうか必要な査定基準は、市長が定める。
視力を測定する場合においては屈折異常のものについて矯正視力により、視力表は万国共通視力表による。
